


目次
•背景
•ゴール
•現状
•今後







Okinawa Open Laboratory 5

Linuxサーバを一括制御する技術開発

 背景

 2016年度に実施したNIIとの共同研究では、離れた拠点に
10台くらいのサーバをばらまいて実験を行いました。

 何に困っているのか？

 全国にばらまいたサーバからログの抽出やプロセスの制御
などを、手動で行うのには限界が。

 今回は10台なので良かったのですが、これが1000台…とか
増えていくと、人海戦術の限界を迎えると思うのです。

 どうなると嬉しいのか？

 登録されている全てのサーバから自動でログを取得する
機能に加えて、現在のプロセス状態の確認や、一括再起動
といった機能があると、管理しやすい！
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ゼロタッチプロビジョニング

 何に困っているのか？

 OSのインストールや、アプリケーションの設定などを
行うにあたって、2-3時間かかっている。時間の無駄！

 単純作業とはいえ、技術者がやらなければならない

 どうなると嬉しいのか？

 インターネットの世界に、マスターサーバを立てて
インターネットにさえ繋がれば、初期設定が自動で
行われる世界を実現させたい！



つまりどうなると嬉しいのか
•現在のプロセス状態の確認

•ログの自動取得

•一括再起動

•初期設定をしなくてもネットワー
クに繋げば設定をしてくれる仕組
み(ゼロタッチプロビジョニング)





•ゼロタッチプロビジョニングの実現

•プロビジョニングしたサーバを管
理・制御するWebApp



ゼロタッチプロビ
ジョニングの実
現によって



ゼロタッチプロビジョニングの実現によって

•マスターサーバに繋ぐだけでOSインス
トール・アプリケーションの設定ができる

→単純作業減・時間短縮

•NWに繋ぐだけなので、遠隔地で、非技術
者でもプロビジョニングできる。

→作業の簡単化



ansible
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プロビジョニングしたサーバを
管理・制御するWebApp



WebAppにす
ることによっ
て



WebAppにすることによって

•Web上でログの確認

→どこでもログを確認できる

•Web上でコマンド飛ばせる

→何かあったときにとりあえずリブートできる

•GUIでログを見やすく操作を簡単に



構成図

マスターサーバ
兼Webサーバ



手順

•1 webページに認証ログイン

•2 マスターサーバにリクエスト送信

•3 シェルスクリプトを実行し各サー
バにコマンドを飛ばす

コマンド



アドレス範囲指定 実行するコマンド

Operation



192.168.56.101~192.168.56.199 sudo reboot

Operation



• ログは一定間隔でマスターサーバのファイルサーバに蓄積する

•WebAppは指定されたサーバのログをファイルサーバから取ってきて表示

手順

• 1 webページに認証ログイン

• 2 マスターサーバにリクエスト送信

• 3 指定された条件に基づいてファイルサーバから情報取得

• 4 取得した情報をwebページ側で表示

ログ取得



Log check
サーバごとにログファイルが格納してあり、
GUIでログを確認できる

文字列検索
o



Log checko



現状





各拠点サーバにコマンドを飛ばす

マスターサーバ

シェルスクリプト

コマンド



各拠点サーバにコマンドを飛ばす

マスターサーバ
再起動

再起動

再起動



シェルスクリプトで複数台のサー
バにコマンドを送り、再起動





各拠点サーバにコマンドを飛ばす

マスターサーバ

シェルスクリプト

コマンド



各拠点サーバから指定したディレ
クトリのログファイルが返ってくる

マスターサーバ

シェルスクリプト

ログ



現状
•scpを用いたシェルスクリプト
•まだ1:1しかできていないが、
今後1対多になる予定





スケジュール



webappの流れ
環境構築
ページレイアウト作成
Railsで動的処理の記述



環境構築
•マスターサーバの用意
•webサーバ化
•ネットワーク設定
•Railsの設定



ページレイアウト作成

•topページ
•logチェックページ
•コマンド飛ばすページ



Railsの動的処理

•logの表示
•コマンド飛ばす



日付

9月17日 9月23日 10月1日 10月8日 10月15日 10月22日 10月29日 11月5日 11月12日
11月
19日 11月26日

Webapp完成 webapp

デザイン設計 デザイン設計

環境構築 環境構築

マスターサーバの用意 マスサバ

Webサーバ化 web

ネットワーク設定 ネット

Railsの設定 Rails

gemfile等のインストールと設定 gemfile in

DBの設定 DB

各サーバにログファイルを用意 各log

bootstrapt等の設定 bootstrap

ページレイアウト作成 レイアウト作成

topページ top_p

logチェックページ log_p

コマンド飛ばすページ command

Railsで動的処理の構築 Railsで動的処理の構築

logの表示 logの表示

コマンドを飛ばす コマド

作ったものの結びつけ(最終確認） 最終確認

プレゼン準備
プレゼ
ン

予備日
予備
日

WebApp



ゼロタッチプロビジョニング
・環境構築

・Ansible - Playbook書く、必要
ならModule作る

・サーバからAnsibleをたたく



環境構築

•MAASサーバを立てる
•ノードとなるサーバ（まっさら）を複数台立てる

物理か仮想か、手持ちで足りるか借りるか
の検討

↓



Ansible-Playbook書く、Module作る

•ネットワーク設定



サーバからAnsibleをたたく
• MAASサーバがAnsibleを叩くサーバ兼用になっている

• MAASで上がってきたノードに対してサーバが何らかの方法で
Ansibleを叩いているらしい。

• ノードが起動スクリプトとしてAnsibleサーバのプロセスを立
ち上げるクエリを送っている

or

• サーバ側が起動完了を読み取ってAnsibleを走らせているのか



日付

タスク 9月17日 9月23日 10月1日 10月8日 10月15日 10月22日 10月29日 11月5日

11
月
12
日 11月19日 11月26日

シェルスクリプト完成 シェルスクリプト

ゼロタッチプロビジョニング ゼロタッチプロビジョニング

環境構築 環境構築

手持ちで足りるか借りるか検討 検討

マシンの用意 マシン

MAASサーバ立ち上げ MAASサーバ

ノードとなるサーバを複数台立てる 複数台

Ansibleサーバの構築 ansible

Ansible,Playbookをかく Playbook

モジュールも必要なら書く モジュール

Ansibleをリクエストする リクエストする

Ansibleでシェルスクリプトを実現 Ansibledeシェルスクリプトを実現

リブートのシェルスクリプト 一斉リブートansible

ログ転送のシェルスクリプト 一斉ログ転送by ansible

ログ転送 ログ転送

リネームなど整形処理 リネーム

ゼロタッチプロビジョニング



ありがとう
ございました


